
土研新技術ショーケース2014in新潟

「新潟県中越大震災からの復興10年の歩み」

公益社団法人中越防災安全推進機構 復興デザインセンター長

総務省 地域力創造アドバイザー

稲垣文彦

内容

１．自己紹介・中越防災安全推進機構の紹介

２．中越大震災の概要

３．中山間地域の復興の取り組み

４．地域づくりの足し算と掛け算の法則

自己紹介

2004年10月 山古志村災害ボランティアセンターコーディネーター

2005年 1月 山古志村社会福祉協議会 生活支援相談員に就任

2005年 5月 中越復興市民会議を創設、事務局長に就任

2008年 4月 地域復興支援員を育成、バックアップする復興デザインセンターを

社団法人中越防災安全推進機構内に創設、副センター長に就任

2009年 4月 同センター長に就任（現職）

2012年 4月 ながおか市民協働センター長に就任（兼務）

他、総務省地域力創造アドバイザー、みやぎ連携復興センターアドバイザー等

【新潟県外の主な活動】

◆東日本大震災

・復興支援員制度設計サポート（総務省）

・復興支援員制度導入アドバイス（宮城県）

・復興支援員及び受入自治体研修（岩手県、宮城県）

◆中山間地域の地域づくり

・地域おこし協力隊、集落支援員の研修プログラムづくり（総務省）

・地域おこし協力隊、集落支援員の研修（総務省）

・新・田舎で働き隊の研修プログラムづくり（農林水産省）

中越防災安全推進機構の紹介

１．中越メモリアル回廊（４施設３パーク）

・長岡震災アーカイブセンターきおくみらい

・おぢや震災ミュージアムそなえ館

・川口きずな館

・山古志復興交流館おらたる

２．地域防災力センター

・中越市民防災安全大学

中越市民防災安全士

（8年間で385名）

・新潟県防災教育プログラム

３．復興デザインセンター

復興デザインセンターの紹介
１．地域復興人材育成

・Iターン留学「にいがたイナカレッジ」インターンシップ事業

・地域コーディネーター研修（地域復興支援員、地域おこし協力隊、集落支援員等）

・起業支援講座

・にいがたサポート人交流会

２．全国の地域サポート人の人材育成

・総務省「地域おこし協力隊」、「集落支援員」、受入自治体職員、農水省「新・田舎で働き隊」研修

プログラムの開発・研修の実施

３．東日本大震災の復興支援

・総務省「復興支援員制度」の制度設計サポート、制度導入アドバイス、研修の実施、宮城県への

スタッフ派遣
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【凡例】

： 2004年中越大震災に

おける災害救助法適用
市町村 （17市町村）

： 2007年中越沖地震に
おける災害救助法適用
市町村 （10市町村）

※ 2007年の災害救助法適用市町村
は全て前回も適用されている

2004年新潟県中越大震災と2007年新潟県中越沖地震の状況

７月16日 10：13
最大震度6強
（Ｍ6.8）

2007新潟県中越沖地震
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2004新潟県中越大震災

中越沖地震の概要

○発生時刻 2007年7月16日10時13分頃
○震源地 新潟県上中越沖
○震源の深さ 約17ｋｍ
○地震規模 マグニチュード6.8
○震 度 ６強 柏崎市、長岡市、刈羽村

６弱 上越市、小千谷市、
出雲崎町

中越大震災の概要

○発生時刻 2004年10月23日17時56分頃
○震源地 新潟県中越
○震源の深さ 約13ｋｍ
○地震規模 マグニチュード6.8
○震 度 ７ 川口町

６強 小千谷市、山古志村、小国町
６弱 長岡市、十日町市、堀之内町、

中里村、守門村、川西町、越路町、
刈羽村、栃尾市、三島町、広神村、
入広瀬村

震源間の距離は

約40km

32



中越
地震 避難所

等
応急仮設住宅

等

従来の集落
に住宅再建

新しい地域に
集落全体で移転

新しい地域に
個別で住宅再建

新しい地域の
復興公営住宅に

個別で入居

過疎・高齢化が急速に進む
→中山間地域の持続可能性が課題
（長岡市山古志、小国、栃尾、川口、小千谷市
東山地区等）

新しい地域に集落全体で移転
→新しい地域でのコミュニティ維持及び受け入れ

地域との新たなコミュニティづくりが課題
（長岡市小高地区、小千谷市十二平地区等）

新しい地域の復興公営住宅に個別で入居
→復興公営住宅内及び近隣地域との新たな

コミュニティづくりが課題
（長岡市、小千谷市等）

新しい地域に個別で住宅再建
→新たな環境への適応が課題
（各地）

避難生活支援

仮住まい生活への支援

住宅再建への支援

新たな環境への適応支援（コミュニティ支援）

時間経過による課題の変化と支援の質の変化（中越地震）

従来の集落の
復興公営住宅に入居

心のケア

インフラ復旧

生業・産業再建への支援

復興支援

住宅再建の違いによる環境
（コミュニティ）の変化のパターン 支援の質の変化

長岡市川口地域・荒谷集落
【高齢者層の転出・・・にぎわいがない】

2000年4月3日（95名） 2010年4月1日（52名）
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長岡市川口地域・荒谷集落
【外部との交流によるにぎわいづくり】

１．地域復興デザイン策定

地域づくりのキャッチフレーズ「本気で付き合える仲間づくり」

２．地域づくり団体「はぁ～とふる荒谷塾」の設立

山菜ツアー、木沢集落との合同稲刈り、芋ほりイベント、狛江市との交流・

物販販売、冬ツアー（スノーシュー、うさぎ狩り等）

３．セブンスターズ

若者７名による棚田保全の活動

長岡市山古志木籠集落（集落の近くに移転）

交流施設・直売所を設置

水没家屋を残し、地震の教訓を伝える

長岡市山古志地域・池谷集落
【中間層の転出・・・担い手不足】

2004年10月1日（98名） 2010年3月末（30名）
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中越
地震

長岡市山古志地域・池谷集落
【自治の仕組みの改革と外部との連携】

１．池谷集落の機構改革

・前区長（昭和15年生）から現区長（昭和36年生）に世代交代

→40～50代の5名が交替で区長をやることになる

役員は区長と会計のみ、全員参加の総会で議論（女性の参加）

２．生涯現役を目指す営農組合歩夢南平

・集落営農組合の設立

→田植え、稲刈りの請負、草取り、水管理は各自、収穫後の家族旅行

３．年をとってからでもできる農業「かぐら南蛮保存会」

・かぐら南蛮（作物が軽い、収穫は7月から霜が降りるまで）

米は、１反（300坪）で136,000円（8俵）

かぐら南蛮は、１畝（30坪）で400,000円（550本）

４．三ケ（池谷集落、大久保集落、楢の木集落）

大字単位の連携

・盆踊りとさいのかみを共同開催

・三ケ校友会（東京）の発足（250名）

→4月総会、8月盆踊りツアー
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農家レストラン「山古志ごっつぉ多菜田」

主婦によるコミュニティビジネス

長岡市川口地域・木沢集落
【若手層の転出・・・子どもがいない】

2000年4月3日（159名） 2010年4月1日（82名）
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長岡市川口地域・木沢集落 【定住・永住促進】

１．地域復興デザイン策定・地域づくり団体「フレンドシップ木沢」

・地域づくりのキャッチフレーズ「定住と永住の促進による集落活性化」

２．廃校を活用した「朝霧の宿やまぼうし」の運営を通した外部との交流

・二十村郷盆踊り（川口荒谷・小千谷塩谷・山古志梶金）、大学生との交流、グリーンツー

リズムの取り組み（越後雪かき道場等）

３．インターンシップ受け入れ

十日町市池谷集落 8戸から6戸（13名）に、高齢化率62％、2004年

限界集落から奇跡の集落へ 移住者と子どもの誕生で8戸、民宿1軒（19名）、高齢化率42.1％

体験交流 米の直販 空き家の改修

株式会社山古志アルパカ村
アルパカを活用した
山古志地域におけるソーシャルビジネス創出事業

集落を補完する地域経営・総合型NPO

◆平成の市町村合併

役場が遠くなった：自治の補完、集落活動の連携・補完の必要性

→合併前の市町村単位の地域経営・総合型NPOの設立

１．小国地域（旧小国町） NPO法人MTNサポート（2008年設立）

・コミュニティバスの運行

・高齢者支援（6,000人の人口の25％が後期高齢者）

お弁当宅配、買い物支援、生きがいづくり（直売所）等

・株式会社もったいない村との連携

・外に出た子ども達から賛助会員になってもらう

２．川口地域（旧川口町） NPO法人くらしサポート越後川口（2011年設立）

・コミュニティバスの運行

・川口運動公園の指定管理

・川口きずな館の運営管理

・地域づくり事務局機能（事務局員９名）

３．山古志地域（旧山古志村）

NPO法人中越防災フロンティア（2006年設立）

・コミュニティバスの運行

・越後雪かき道場の運営

・山古志復興交流館おらたるの運営管理

・震災の語り部育成

・地域住民の96％が会員
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中山間地域に対する復興支援プロセス

【第1次】 復旧段階（滑走・離陸期）
「創造的復旧」

中越
大震災

急激な
過疎・高齢
化の進行

住民の復興意識の醸成
「縮小均衡」状態の打開

依存的
閉塞的
な集落

足し算
の支援

主体的
開放的
な集落

集落の将来ビジョンづくりと実践
地域単位の連携意識の醸成

掛け算
の支援

集落維持・活性化
・集落連携
・都市交流
・集落ビジネスなど

乗数
の支援

地域経営
・持続的な住民主体の地域づくり
・地域ビジネスの生み出し
・公的サービスの補完など

新しい
日常

地域の将来ビジョンづくりと実践

地域経営の仕組みづくり

復
興
基
金
の
主
な
事
業

地域コミュニティ再建
地域コミュニティ施設等再建支援

地域復興デザイン策定支援
地域復興デザイン先導事業支援

メモリアル拠点整備施設・運営等支援

地域経営実践支援

復興支援ネットワーク 地域復興人材育成支援

地域復興支援員設置支援

【制度の隙間を補完】 【集落の回復力促進】 【集落単位の自立促進】 【地域単位の自立促進】

集落対
象事業

支援団体
対象事業

集落支援の模索
集落再生支援チーム

地域復興交流会議
地域復興支援員研修会

地域復興デザイン策定発表会

地域経営実践支援・地域資源活用連携支援

【復興支援の模索】 【モデル地区への支援】 【他地域への波及】 【広がりに対応した新たな支援策】 【新たな日常の獲得に向けた模索】

中間支援組
織の変遷と
その活動

メモリアル拠点整備・運営支援

復興ビジョン
二つの記録

コミュニティの
再生プロセス

人的支援の
有効性

バックアップ組織
の必要性

新潟県中越大震災復興計画（ローリングプラン）

2004.10.23

復興検証・新潟モデルの確立と波及

地域対
象事業

【第2次】 再生段階（上昇期）
「活力に満ちた新たな持続可能性
の獲得」

【第3次】 発展段階 （快調飛行期）

「震災復興を超えた新しい日常の創出」

※地域・・旧町村単位おもしくは大字単位のエリア

復興支援ネットワーク
地域資源活用連携支援

外部人材の活用・定住促進（インターン・起業）

中越復興市民会議
復興デザインセンター

ながおか市民協働センター

長岡震災アーカイブセンターきおくみらい等

復興プロセス研究会

住宅
再建

農地
復旧

集落
施設
再建

個人の生活再建
プロセス

コミュニティの
再生プロセス

支援の質の変化

【 】【 】

足し算の支援 掛け算の支援

①外部とのつながり
②小さな成功体験
③共通体験

④住民の主体性
⑤共通認識

⑥地域の持続可能性に向けた
仕組みづくり

【地域力創造モデル曲線】【地域力】

【時間】

⓪住民の不安や悩みによりそう
（不安や悩みの解決だけが目的ではない）

地域づくりの足し算と掛け算の法則

「人の力を信じ、人と人とが向き合い、被災者（人）本来の顔を見出し、新しい希望をつくる」

人の力を信じ
人と人とが向き合い

お互いに本来の顔を見出し
人と地域の中に新しい希望をつくる活動

新しい希望の実現に向けた活動

地域づくりの足し算と掛け算の法則

１．足し算の支援

・閉鎖的・依存的・保守的→【つながり→役割→承認】→開放的・主体的・革新的

①外部とのつながり、②小さな成功体験の積み重ね、③共通体験

（地域の宝さがし、住民聞き取り、マップづくり、郷土料理づくり、郷土誌づくり、イベント等）

２．価値観の変化

・地域の将来を本音で語れる環境ができる。

→住民自らの言葉で作った腑に落ちるわかりやすい地域づくりのコンセプト

３．掛け算の支援

・住民が描いた夢を現実にする

・専門的な支援（先進事例、枠にとらわれない、経営ノウハウ等）

※閉鎖的・依存的・保守的な集落の力はマイナス値、マイナス値にいくら掛け算しても

マイナス値が大きくなるだけ、まずは、地道な足し算を行い、集落の力をプラス値に！

過疎・高齢化
の進行

依存的
閉塞的
な集落

足し算
の支援

主体的
開放的
な集落

掛け算
の支援

集落維持・活性化
・集落連携
・都市交流
・集落ビジネスなど

【縮小均衡状態の打開】

つながり→役割→承認→主体性

誇りを取り戻すプロセス

【集落の将来ビジョンづくりと実践】

集落の合意形成プロセス

受動型（無知型）安心 受動型（無知型）不安 能動型不安 能動型安心
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